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序クマ類には7種が知られ，そのほとんど全ての種
でクマカイチュウ Baylisascaris transfuga（Rudol-
phi,1819）の寄生が知られている。そのため，展示
クマ類の健康管理上，クマカイチュウの侵淫状況は，
従来から，動物園関係者の関心は非常に高いものが
あった???。また，最近では，同属のアライグマカイ
チュウ B. procyonisやスカンクカイチュウ B.
columnarisが非常に病原性の高い幼虫移行症をヒ
トを含む哺乳類やダチョウ・エミュウーなどの鳥類
に引き起こすことから??，クマ類を飼育している施
設ではクマカイチュウ寄生状況把握は飼育者の責任
事項ともなりつつある。
しかし，クマカイチュウ自体の生物学的な性状は
概して不明であり，形態に関しての基本情報すら非
常に限られている。したがって，上野動物園で飼育
されていたヒグマUrsus arctos，ホッキョクグマ（あ
るいはシロクマ）U. maritimusおよびナマケグマ
Melursus ursinusから得られたクマカイチュウの
計測値を報告した中川ら??の資料価値は今なお高
い。
そこで，共同著者の村田が，本種の分子生物学的
な検討をするため，クマカイチュウ標本を収集して
いたが，これについて体部計測を試みた。この中に
は，中川ら??の検討していない宿主も含んでおり，
若干のコメントを行なった。さらに，比較材料とし
て，同じく飼育されていたジャイアントパンダ
Ailuropoda melanoleucaから検出 さ れ た B.
schroederi（McIntosh,1939）も計測したのでその値
も記録した。
材料と方法
西日本の某公立動物園で飼育されていたアメリカ
クロクマ（あるいはアメリカグマ）Ursus amer-
icanus１個体，ホッキョクグマ（あるいはシロクマ）
１個体，ナマケグマ２個体およびツキノワグマ（た
だし，ユーラシア大陸産のチベットグマと称される
個体群）Selenarctos thibetanus（syn. Ursus tor-
guatus）１個体から得られたクマカイチュウを材料
にした。カイチュウは，駆虫薬投与後に体外に排出
されたものを用いた。排出された年月日と排出虫体
の性別と数（括弧内）を次に示した:アメリカクロク
マ由来虫体1979年２月20日（オス１，メス７），ナ
マケグマ由来虫体1987年２月20日および1987年
10月23日（オス４，メス６），ツキノワグマ由来虫
体2000年11月23日（オス３，メス３），ホッキョ
クグマ由来虫体2000年11月23日（オス３，メス
３）。
排出されたカイチュウは，それぞれ2003年12月
まで，5%ホルマリン溶液に固定・保存後，今回の検
討のため，シャーレにラクトフェノール液を満たし
たものの中に1ヶ月近く浸漬した。虫体が十分透徹
された後，光学顕微鏡あるいは実体顕微鏡と描画装
置を用い，紙上にトレースし，それをカーブメーター
で計測した。
計測部位を次に列挙し，それそれの括弧内に本論
文に置ける略記号を示した:体長 Body length（bl），
体中央部での体幅 Body width（bw），食道長 Esoph-
agus length（el），右あるいは左頚翼のサイズ（長
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さ×幅）Right or Left cervical allae（rca/lca），
右あるいは左交接刺のサイズ（長さ×幅）Right or
 
Left  spicule（rsp/lsp），頭端からの陰門の位置
Vulva location from head end（vl），尾長（それぞ
れ尾端から，オスではクロアカまで，メスでは肛門
までの距離を示す）Tail length（tl）。参考に標本と
して，2000年11月29日，飼育ジャイアントパンダ
から検出された B. schroederiの雌雄各1虫体も上
記に準じた方法で観察した。
結 果
得られた計測値は，雌雄の虫体ごとに，前記各計
測部位について範囲（平均）のように Table1で示
し，単位はmmとしたが，当該部位の測定可能サン
プル数が1のものは実測値を記載した。また，標本
の状態で透徹不全あるいは当該箇所の破損などのた
め，測定が出来なかった場合，unknownと記した。
考 察
今回，調べた雄の体長および交接刺長ともに，ホッ
キョクグマのものが最長，アメリカクロクマのもの
が最短であった。特 に，参 考 標 本 で あ る B.
schroederiのものよりも短く，種の分類自体につい
ても再検討を迫るものではあったが，標本数が1虫
体と少ないので，今後の蓄積を待ちたい。
一方，中川ら??のナマケグマから得た虫体（N＝6）
の交接刺長が0.88mm～1.00mmと非常に長いこ
とが報告されてていたが，我々の標本では0.54mm
～0.59mmと著しく小さかった。これらの変異が，
たとえば当該宿主の栄養状態や飼育環境など他の要
因による可能性もあるが，詳細不明である。いずれ
にせよ，データの基盤となる野生のナマケグマから
得られたものでの再検討と，他の動物園で飼育され
ているナマケグマからのクマカイチュウとの比較を
行う必要がある。
なお，中川ら??ではツキノワグマからの虫体は未
検討であったが，今回の結果では，体長は他のクマ
類から得られたカイチュウとほぼ同じレベルだが，
交接刺長は短い傾向にあった。しかし，今回検討し
たものは，ユーラシア大陸産のものであり，宿主種
による違いなのかどうなのかは，まず本州産のもの
との比較が必要である。
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Table 1  Measurements of Baylisascaris transfuga from Ursus americanus (Ua),U.maritimus (Um),Melursus
 
ursinus (Mu)and Selenarctos thibetanus (St),and of B. schroederi from Ailuropoda melanoleuca (Am),
kept in a Japanese zoological park
 
B. transfuga  B. schroederi Male  Ua  Um  Mu  St  Am
 
bl  84  140-150(145.0)? 104-123(154.4) 137-165(148.0) 78
 
bw  1.3  2.5-2.6(2.53) 1.2-2.1(1.81) 2.2-2.9 (2.53) 0.9
 
el  3.1  5.5-6.5(6.07) 3.5-3.9 (4.54) 4.1-7.9 (5.60) 4.3
 
rca  2.4×0.2  unknown  unknown  4.6-5.9×0.2-0.3(5.27×0.217) unknown
 
lca  2.6×0.2  unknown  unknown  4.5-4.9×0.2-0.5(4.73×0.300) unknown
 
rsp?? 360×45  
990-1200×90-100
(963×97)
500-680×45-90
(565×68)
540-680×45
(620×45)
410×45
 
lsp?? 360×45  
400-1200×45-200
(833×98)
500-600×45-100
(550×69)
540-680×45-90
(615×60)
410×45
 
tl  0.7  0.6-1.0(0.85) 0.4-0.6(0.69) 0.3-0.5(0.41) 0.27
 
B. transfuga  B. schroederi Female  Ua  Um  Mu  St  Am
 
bl  173-231(207.5) 157-254(217.3) 136-191(167.3) 215-270(244.0) 152
 
bw  3.2-3.8(3.67) 3.8-6.0(4.67) 2.7-3.7(3.55) 5.0-5.3(5.20) 2.9
 
el  5.2-6.7(5.80) 5.7-7.6(6.33) 4.7-5.7(5.23) 5.3-8.1(6.30) 5.8
 
rca  5.0×0.2  unknown  4.1-5.7×0.2(5.01×0.20) 4.2×0.4  unknown
 
lca  5.1×0.3  unknown  4.1-5.7×0.2(4.88×0.20) 4.6-×0.4  unknown
 
vl  37-71(59.3) 67-73(69.3) 36-53(46.3) 51-65(59.3) 40
 
tl  0.6-1.6(1.15) 1.1-2.1(1.53) 0.9-1.3(1.05) 1.4-1.6(1.53) 1.2
 
bl:Body length,bw:Body width,el:Esophagus length,rca/lca:Right or Left cervical allae,rsp/lsp:Right or Left spicule,vl:Vulva location
 
from head end,tl:Tail length,?:range(av.)in mm except for spicule lenght,??:shown in in μm.
和 文 抄 録
甚だ乏しいクマカイチュウ Baylisascaris  trans-
fugaの形態学的な基本情報蓄積のため、西日本の某
公立動物園で飼育されていたアメリカクロクマ
Ursus americanus、ホッキョクグマU.maritimus、
ナマケグマ Melursus ursinusおよびツキノワグマ
Selenarctos thibetanusから得られた虫体について
体部計測を行ない、上野動物園で実施された先行研
究の結果と比較し、若干のコメントを行なった。ま
た、参考標本として同様に飼育されていたジャイア
ントパンダAiluropoda melanoleucaから得られた
パンダカイチュウ B.schroederiの測定値も記録・追
加した。
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Summary
 
Measurements of Baylisascaris transfuga obtained from 4 species of captive bears, namely Ursus amer-
icanus,U.maritimus,Melursus ursinus and Selenarctos thibetanus,and of B.schroederi from a captive giant
 
panda,Ailuropoda melanoleuca, kept in a Japanese zoological park were shown in the table, and brief
 
comment was given about the metrical data.
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